
図版 番号 出土地点 器 種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 石 質 備 考

第522図 1 SJ17 有舌尖頭器 (7.30) 2.00 0.70 730 黒 色 頁岩

第522図 2 SJl 石 鏃 260 2.10 0.80 2.90 チ ャ ート

第522図 3 SJ3 石 鏃 1.75 1.30 0.30 0.38 黒 曜 石
第522図 4 SJ3 石 鏃 2.70 1.70 0.40 1.10 チャート

第522図 5 SJ3 石 鏃 1.60 130 0.30 0.32 チャート

第522図 6 SJ4 石 鏃 2.10 1.70 0.30 0.77 チャート

第522図 7 SJ6 石 鏃 2.30 1.80 0.35 0.71 チャート

第522図 8 SJ6 石 鏃 (2.40) 2.10 0.70 2.90 チャ ート

第522図 ， SJ7 石 鏃 2.40 2.40 0.70 3.76 チャート

第522図 10 SJ7 石 鏃 1.95 2.00 0.30 0.89 チャート

第522図 11 SJ7 石 鏃 2.70 2.20 0.70 2.61 チ ャ ート

第522図 12 SJ7 石 鏃 (2.20) 3.00 0.80 4.15 チャート

第522図 13 SJ7 石 鏃 (2.80) (1.60) 0.30 1.04 ホルンフェ ルス 風化顕著

第522図 14 SJ8 石 鏃 1.50 1.30 0.30 0.38 黒 曜 石
第522図 15 SJ8 石 鏃 2.70 1.40 0.40 1.20 チ ャ ート

第522図 16 SJ8 石 鏃 2.25 1.60 0.35 0.92 チ ャ ート

第522図 17 SJ8 石 鏃 (1.50) 1 70 0.35 0.77 チャート （赤色）
第522図 18 SJ8 石 鏃 (1.80) 1.80 0.50 0.96 チ ャ ート

第522図 19 SJll 石 鏃 (1.60) (1.50) 0.30 0.54 チャート

第522図 20 SJll 石 鏃 2.30 1.30 0.30 0.69 チャート

第522図 21 SJ14 石 鏃 1.90 1.70 0.40 0.75 チ ャ ート

第522図 22 SJ21 石 鏃 1.70 1.90 0.30 0.60 チ ャ ート

第522図 23 SJ14 石 鏃 2.00 1.40 0.40 0.60 チャート

第522図 24 SJ14炉 石 鏃 2.00 1.50 0.30 0.65 チャート

第522図 25 SJ14 石 鏃 3.00 1.60 0.30 1.00 チャート

第522図 26 SJ17 石 鏃 2.40 2.00 0.80 3.30 チャート

第522図 27 SJ20 石 鏃 2.20 1.70 0.40 0.66 チ ャ ー ト

第522図 28 SJ20 石 鏃 2.90 2.40 0.60 3.12 黒 色 頁岩
第522図 29 SJ26 石 鏃 2.80 2.20 0.40 1.17 黒 曜 石
第522図 30 SJ26 石 鏃 1.40 1.40 0.40 0.40 チ ャ ート

第522図 31 SJ26 石 鏃 2.40 1.70 0.30 0.81 チャ ート

第522図 32 SJ32 石 鏃 2.00 2.00 0.40 1.29 黒 色 頁岩

第522図 33 石 鏃 2.80 1.40 0.30 0.94 黒 曜 石
第522図 34 SJ38 石 鏃 1.80 1.40 0.30 0.71 赤色チャート

第522図 35 SJ60 石 鏃 1.60 1.50 0.40 0.52 チャート

第522図 36 SJ64 石 鏃 3.10 2.80 0.50 2.02 チャート

第523図 37 A-22 石 鏃 2.00 1.80 0.30 0.73 チャート

第523図 38 C-18 石 鏃 2.70 2.60 0.60 3.83 チャート

第523図 39 D-17 石 鏃 1.80 1.60 0.30 0.61 チャート

第523図 40 D-18 石 鏃 1.30 1.40 0.30 0.37 黒 曜 石
第523図 41 E-18 石 鏃 3.00 2.00 0.40 1.80 凝 灰 右山

第523図 42 E-19 石 鏃 190 1.50 0.40 0.69 赤色チャート

第523図 43 F-17 石 鏃 1.40 1.30 0.40 0.41 黒 曜 石
第523図 44 F-18 石 鏃 2.70 2.10 070 2.41 チャート

第523図 45 SJ23 石 錐 3.50 0.80 0.60 1.40 チャート

第523図 46 SJ60 石 錐 4.80 1.00 050 1.85 チャート
第523図 47 SJ55 石 錐 4.70 2.10 0.60 4.50 安 山 岩

第524図 48 D-18 磨製石斧 14.00 6.30 3.80 596.00 硬 砂 石山

第524図 49 SJ26 磨製石斧 8.75 7.85 3.65 380.00 硬 砂 石山

第524図 50 SK37 磨製石斧 11.75 5.25 2.85 304.00 硬 砂 岩
第524図 51 SJ7 打製石斧 (8.20) 6.80 1.50 154.00 ホルンフェルス
第524図 52 SJ8 打製石斧 10.30 4.45 0.95 77.00 砂 石山

第524図 53 SJll 打製石斧 10.60 5.90 1.70 163.00 ホルンフェルス
第524図 54 SJll 打製石斧 10.50 5.75 2.45 141.00 粘 板 石山

第524図 55 SJ12 打製石斧 13.60 4.95 2.30 252.00 ホルンフ ェルス
第524図 56 SJ14 打製石斧 12.00 5.80 2.10 218.00 ホルンフェルス
第524図 57 SJ14 打製石斧 1005 4.95 130 77.00 ホルンフェ ルス
第524図 58 SJ14炉 打製石斧 9.30 5.75 2.10 146.00 ホルンフェルス
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図版番号 出土地点 器 種 長さ (cm) 幅 (cm)

第525図 59 SJ14 打製石斧 880 
第525図 60 SJ14 打製石斧 12.05 
第525図 61 SJ25 打製石斧 8.20 
第525図 62 SJ32 打製石斧 10.50 
第525図 63 SJ32炉跡 打製石斧 10.70 
第525図 64 SJ33炉 打製石斧 1020 
第525図 65 打製石斧 11.30 
第525図 66 打製石斧 9.45 
第525図 67 SJ47 打製石斧 9.45 
第525図 68 SJ62 打製石斧 9.00 
第525図 69 SJS 石 錘 7.50 
第525図 70 SJ20 石 錘 6.80 
第525図 71 SJ21 石 錘 5.30 
第526図 72 SJ3 磨 石 16.05 
第526図 73 SJ8 磨 石 13.15 
第526図 74 SJ26炉 磨 石 9.70 
第526図 75 SJ60 磨 石 12.05 
第527図 76 SJ7 磨 石 9.50 
第527図 77 SJ14 磨 石 9.60 
第527図 78 SJ14 磨 石 10.80 
第527図 79 磨 石 7.95 
第527図 80 SJ37 磨 石 10.40 
第527図 81 SJ62 磨 石 8.00 
第527図 82 SJ32 石 皿 23.80 
第527図 83 石 皿 18.80 
第527図 84 SJ64 石 皿 2370 
第528図 85 SJll 石 皿 27.85 
第528図 86 SJ3 石 皿 18.50 
第528図 87 SJ13 石 1Ill 21.40 

によって握りを形成するのが普通であるが、 73は破砕

した磨石を再利用したものとみられ、徹底した敲打に

よってスタンプ形をつくり出している。

A区出土の磨石にみられた石質・形態上の2者は、

D区においてもやはり存在する。 76~78はA類、 79• 

80はB類である。

A類に完形品が数多く存在するのに対し、 B類はす

べて破損品であり、中には79のように破損品の周囲に

敲打整形を加えた再生品までも存在する点は、両者の

用途の相違を考える上で何らかの材料となるものと思

われる。

A類はいずれも安山岩、 B類はいずれも硬砂岩を用

いている。

81は磨石転用の凹石である。表裏両面に無数の小孔

が穿たれており、頻繁な使用が想像される。

石皿は多数出土したものの、いずれも破片の状態で

3.50 

4.30 

5.00 

5.90 

4.20 

5.50 

5.20 

5.60 

5.90 

4.40 

3.25 

5.05 

3.30 

11.35 

9.05 

8.55 

9.65 

8.55 

9.10 

7.65 

7.00 

7.35 

8.20 

8.75 

9.45 

12.80 

10.95 

14.90 

15.20 

厚さ (cm) 重さ(g) 石 質 備 考

080 5900 ホルン フェルス

3.55 231.00 ホルンフ ェルス

1.90 12600 粘 板 右山

1.30 91.00 砂 岩

1.40 69.00 黒色 頁 岩

2.00 197.00 ホルンフェ ルス

1.45 121.00 ホルンフェルス

2.40 148.00 ホルンフ ェルス

1.55 117.00 ホルンフ ェルス

1.95 78.00 ホルンフ ェルス

1.30 49.00 硬 砂 石山

1.35 57.00 砂 右L 

1.65 42.00 砂 石山

7.35 1373.00 砂 石山

430 787.00 安 山 右山

4.45 533.00 砂 石山

5.25 65300 砂 右山

365 40700 安 山 石山

4.45 602.00 安 山 石山

2.95 377.00 安 山 岩

4.00 400.00 硬 砂 石山

3.05 305.00 硬 砂 石山

4.30 366.00 安 山 岩

4.90 1250.00 緑泥片岩

4.95 1328.00 緑泥片岩

9.40 1751.00 緑泥片岩

12.95 6500.00 花 尚 石山

6.10 2400.00 絹 雲 母片岩

6.30 3400.00 緑泥片岩

あり、図化に耐えるものは限られていた。

82~84は頻繁な使用によって使用面が擦り切れ、 裏

面までほぽ貫通した状態で破砕したものである。 83は

新旧の使用面が切り合っている。

85は第11号住居跡床面の配礫の 1つである。柱状の

礫の自然な平坦部分を使用面としたもので、平滑では

あるが凹面をなさない。 一般的な意味での石皿とは異

なる機能が推定される。

今回の調査で出土した石皿はほとんどが礫の自然の

形状を生かしたものである。完形品がほとんど存在し

ないため確かなことはいえないが、まれに定型的なも

のも存在したようだ。

86は胴張り長方形の石皿がほぼ1/4に分割されたも

のであろう。 87も胴張りの長方形に整形されているも

のと思われるが、周縁における敲打等の痕跡は顕著で

はない。
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第528図 D区出士石器 (8)

)
、J
.
,
.
.
.
,
`
f
a
9.
9‘、

,
.
9
.
`
 

.

.

.
 

’̀ 
・' 

＼
も
、
’
•
7
,
、
9
・
、
＂
＼
匁
ー
ー
ゼ

‘
'
,
t
,
9

,‘

.

、

、

イ

＼

‘

;
ー

I

、
.
9

`

‘

,

‘

¥

'

..
 ,
 

｀
 

.r',•(.

, 

・・
・
、

9

，
ー
＇
L
ヽ
ー
，
9
，

9

ヽ

だ

、

＼

9

，

`

'

,
9
,

'

’

,

'

ー

，

．V
,，

＼

，ヽ

｀

↑

1

,

'

‘
,

¥
、
'

,

9

,9
 

/

9

9
 

9

,
 

ヽ
i1

'

,
 

＇ 

，
 

,.

9

ー

：
r

し

9p.)ー

'

,
,
1

’ー・

・・
・
＇

ー

、5
7ぶ

r
^
-
)

I

、.

,...

.

.. 
.
 

、

9

ソ

．

’

i

、

’

＾
 ．． 

.9 

.. ~.
‘
~
'

·

、

、.
‘

‘

V

＼
，
＇
卜
＇
．
＼
，
t
卜
｀

9

ー

•9 ＂＼ 
．．
 

，
 

J

i

‘

¥

¥

'

|

'

1

_

1

1
¥
、
,
1

9

.

.

1

ー
＼．
＇
’

＼

'
,
'

¥

¥

`

J

,
'
,
い

.I

l

:

¥

¥

`
’

¥

¥

.

¥

、

'

、

¥
f

、＼
八

"-

¥

¥

.

‘

¥

 

‘
 

＇一、

．

，

9
ダ

、

・

‘

乙
’,9

丁
1
ー
ー
ー
バ

、
，
ヽ
ー

・

、

｝

j「
1

)

'

’

ー

，
＇
，
＇

ふ

咄

i

'

9

,

A

,

,.
,

1
 
L
1
 

·"

,
/

•ー

，

9

`
'
,

'、

J

/

，
 

~~,' 

r
 

、 I,I 

85 

三
乞・Z ク— ← i r --·—————· 

9/1う：／;,I,・ 

ノ ／ l /一‘

iたー／ グ、：

I, J'.,j 

＇） ~闊／ ＂ダ：

｝ 
＼、欣屈；

) l i,1'l'I 

:1U'I 

86 

I
Iー

・

I

'

¥

l

"

¥

"

 

↑
¥
'
,
'
,
I
 

,
J
.
 

'

,
9

,'・̀ 

’̀
9
ー
り

7

ー、
，
＂
＼
ヽ
、
い
’
;

¥

.1

J
`
`

'
 

，
1

,
＼

ー

＼

ヽ

，

＼

ー

／

¥

¥

.
¥

‘

.

,

'

 

•

9,' 
．
．
 

＼

，

、

，

＇

`

¥
 

，．、

＼

＼

＇

＼

1
,
'
`
 

＼，
．
 

＼
 

＼
 

、＇

八
僑
愈
＼
ー
＼

(•I\\ 

|
ゾ

¥
.¥

I

¥

,

1

、

¥
、¥

＼
八
I
9 J

＼

／

＼

，
 

ー

リ

ー

／

，
‘

、

‘

~
 

87 

゜
10cm 

-559 -



(8)土・石製品（第529図）

1は耕作土中から出土したもので、滑石製の垂飾で

ある。縦長の台形で、人体を模したものとみられるが、

疇にあたる部分が剥落している。頭部中央には裏面

から加工された貫通孔を有する。

両側からの扶入や小突起によって首と腕が表現され

る。上半身と下半身は横位の沈線で区分され、下半身

は表面に 2条、裏面に 1条の沈線が垂下して 2分割さ

れ、これが両脚の表現となっている。脚部表面には細

i虞の格子目状モチーフが描かれる。

長さ4.5cm、幅2.6cm、厚さ 7mmを測る。

2は第8号住居跡出土の蛇紋岩製垂飾である。やや

第529図 D区出士士・石製品

胴張りの短冊型を呈し、中央やや上方に両面加工の貫

通孔を有する。

3は第18号住居跡から出土したもので、滑石製の垂

飾である。直方体で、 一端に貫通孔を有するが、孔よ

り上を欠損している。

4は包含層中から出土したもので、黒曜石製の剥片

を穿孔したものである。剥離面に偶然現れた気泡を揉

み広げたものと思われ、 一種の垂飾とみられるもので

ある。裏面には広く節理面が残存する。

5は包含層中から出士した顔面装飾の中央部で、中

空構造である。士偶か、人面把手に付随するものであ

ろう。
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VIII 結誦

1.加曽利 E式土器について

本遺跡からは160軒に及ぶ住居跡が検出され、うち

1軒は奈良時代の竪穴住居跡であったが、時期の判明

している限りにおいて、残る全てが加曽利E式および

これに後続する時期の住居跡であった。

復元可能な土器もまとまった量が出土しており、そ

れらの時間的なつながりも良好であるため、入間台地

における縄文時代中期後葉から後期初頭にかけての土

器群の推移を知るうえで絶好の資料となるものと思わ

れる。

ただし、本文中に再三述べたとおり、攪乱や表土の

流失などにより遺構の残りが悪く、全く遺物を伴わな

い住居跡もざらであった。また、多量の遺物を出土し

ながらも、重複が激しすぎて遺物の遺構への帰属関係

がはっきりしない地点も少なくない。

必然的に、分析の対象は単独、あるいは切り合いの

比較的少ない住居跡や、埋甕・炉体土器のセットなど、

限られた資料にしぼらざるを得なかった。欠落は周辺

地域における同時期の資料によって随時補った。なお、

「キャリパー類」 ・「梶山類」等土器の類型名称の一

部については（谷井・細田1997)に準拠した。

第 1期

加曽利EI式古段階である。口縁部文様帯を持つ

キャリパー類が成立する一方で、組成中に曽利式や前

段階の勝坂・中峠系の土器を含み、それのみで士器の

セットを構成する例も少なくない。

c区第2• 3号住居跡がこの段階に該当する。いず

れもキャリパー類と勝坂・曽利系の土器を中心とする

セットである。

キャリパー類は水平口縁で横S字系の文様を描く、

武蔵野台地型の深鉢である。横S字文は 2本隆帯で描

かれ、中途に刺棘状や十字状のモチーフが挿入されて

おり、完全なS字を構成していない。頚部無文帯の存

在は明確でない。地文はいずれも撚糸文である。モチー

フと文様帯上下の隆帯区画は縦位の平行隆線によって

連結され、これが次段階には櫛歯状の隆線へと変化す

るものとみられる。

曽利系の土器は無文地に棒状工具の平行沈線で文様

を描くもので、隆帯や沈線による窓枠状の区画内部に

沈線文が描き込まれる例が多い。

平行沈線間に、 3~4本、あるいはそれ以上の短沈

線を交互刺突風に配置して、ジグザグのモチーフを描

く手法も常套的なものである。

3は独特の細隆線文で、 三角形の区画内部に渦巻き

風の同心円文を充填するものである。 6は円筒形の小

型深鉢で、口縁直下に横S字モチーフが巡り、胴下半

部に撚糸文が施文される。描かれている文様自体は中

部高地的であるが、加曽利E的な文様帯の解釈がなさ

れているといえよう。

なお、胴部における懸垂文の存在は、口縁部文様帯

の分離と並ぶキャリパー類最大の特徴といえるものだ

が、この段階では同類の深鉢よりも別系統の小型深鉢

や広口壷に顕著にみられている点には注意したい。

第 2期

加曽利EI式新段階である。口縁部渦巻文と胴部懸

垂文というキャリパー類の構成要素が出揃う。これは

中期末葉まで一貫して引き継がれ、われわれの加曽利

E式のイメージを決定づけることになる。また、繋弧

文が成立する。

B区第 1~3号住居跡、 C区第1• 4 • 5 • 6号住

居跡がこの段階に該当する。

キャリパー類は波状口縁が普通にみられる。中空の

這把手が付される例も多く、原因として下総台地か

らの影響が考えられる。 14の箱形の中空把手は、原遺

跡第14号住居跡に類例をみることができる。

21は波状に巡る隆帯の中途に十字文風のモチーフが

介在するもので、より古段階としたい誘惑にも駆られ

るが、交互刺突を伴う扁乎な隆帯が26の胴張り浅鉢に

共通しており、共伴遺物全体の組成からみても、こと
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PL.1 宿東遺跡出土土器変遷図 （1)
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PL. 2 宿東遺跡出土土器変遷図 （2)
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さらに古く位置づける根拠は薄いように思われる。

頚部には無文帯が普通に存在する。胴部との境は 2

本隆帯によって区画され、これを起点に隆帯懸垂文が

垂下する。 2本隆帯の懸垂文と 1本隆帯の蛇行懸垂文

の交互配置がすでに確立している一方で、 15には懸垂

文から分岐する渦巻きモチーフも出現している。

繋弧文は上下を隆帯によって明確に区画した中に弧

状の隆帯を巡らせるものである。末端の渦巻文が受け

口状に突出するなど、基本的にS字文の延長線上にあ

るものである。

ただし、 25は弧線の上下で地文を変えている。器形

の中での文様配置からいっても、連弧モチーフの上下

をそれぞれ別の文様帯として意識していることは明ら

かで改：様帯下端の隆帯が頚部の半ばに巡らされる構

成には明らかに無理がある）、これは次段階へとつな

がる要素といえそうである。

20は胴部中段がくびれ、口縁部内湾して胴下半部の

張り出すいわゆる「キャリパー形」を呈する深鉢であ

る。

口縁部文様帯は繋弧文であるが、地文は棒状工具の

集合沈線である。胴部文様は平行沈線の懸垂文間に渦

巻文と縦位の集合沈線が垂下するもので、馬高式の胴

部文様の構成に類似している。

水平口縁上に立体的な突起を 1点配する手法は前段

階の東関東にもみられるが、内部の平坦面に描かれた

同心円文は、井戸尻式の人面把手をも連想させる。

極めて多様な影響関係のもとに成り立っている個体

であり、「xx系」といった単純な捉え方では理解不

能な士器であるといえよう。

26は口縁外屈する胴張りの浅鉢である。三角形の区

画内部に描かれた同心円文は前段階にもみられたが、

沈線のみによって描かれる点が時期差として理解でき

よう。

第 3期

加曽利Ell式古段階である。口縁部渦巻文のキャリ

パー類の存在が安定すると同時に、曽利II式系の土器

の流入が顕著になる。また、連弧文土器出現の条件が

整う時期であるともいえる。

A区第1喝住居跡出士士器を好例として、同区第49• 

52号住居跡、同区第102号土城等がこの時期に該当す

る。

キャリパー類は水平口縁が卓越する。横S字文のよ

うな大柄の曲線モチーフは口縁部文様としてはあまり

みられなくなり、 2本隆帯の間の陰画部分が末端でゼ

ンマイ状に巻く渦巻き文が取って代わる。文様モチー

フは櫛歯状の隆線によって上下の区画に連結される。

頚部から下の構成は前段階から基本的に変わっていな

い。ただし器形的には、前段階はいまだ円筒形の胴下

半部が主流であったのに対し、胴下半部が膨らみ、底

部がつぼまるキャリパー形が主流となる。

繋弧文は弧状の隆帯そのものが口縁部文様帯下端の

区画を構成するものが出現し、以下、胴部中段の区画

線までが一帯の文様帯として意識されるようになる。

一方で、キャリパー類的な文様を棒状工具や半裁竹

管状工具の沈線によって簡易に表現する、 一般にやや

小型の深鉢が一群として分化する。こうしたものの中

には頚部無文帯を持たないものが多く、さらには口縁

部の文様帯を省略したものも現れる。就中、 36のよう

な個体が繋弧文土器とともに連弧文土器生成の母体と

なってゆくものとみられる。

第4期

加曽利Ell式新段階で、連弧文土器が盛行する段階

である。また、曽利II式系の土器に加えて唐草文系の

土器が流入するようになる。 A区第44号住居跡出土土

器を好例として、同区第 1• 68号住居跡等がこの時期

に該当する。

キャリパー類は隆帯渦巻文が口縁部文様帯を分割

し、間に楕円ないし長方形の区画を生成するものが現

れる。 一方で、 S字文の流れをくむ入り組み状の渦巻

文も健在であり、両者の対照は次段階においてより鮮

明に現れることになる。

それにしても、大型深鉢の多くが頚部無文帯を残存

させるありかたは武蔵野台地的なカラーといっていい

だろう。
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服廊における文樹髯成は前痴昔と変わらない。ただ、

半裁竹管状工具の内面でなでつけたような扁平な隆帯

で懸垂文等が描かれるものはこの時期に顕著になるよ

うだ。

沈線文主導の小型深鉢が組成の一部を占める点は相

変わらずであるが、特に連弧文土器との類似が著しい。

なお、台付きの小型深鉢の出現はこの時期の出来事で

あるようだ。

また、繋弧文士器も健在である。 52の土器における

頚部無文帯の残りかたは、次段階におけるキャリパー

類の頚部無文帯の残りかたを理解するうえで興味深い

ものとなっている。

連弧文土器は成立と同時に既存の諸類型との交渉に

さらされ、すでに複数のバリエーションを生み出して

いる。主文様は弧状の平行沈線を横位に連続させる連

弧モチーフを基本として、波状文、鋸歯文などが存在

する。また、次段階につながる要素として54ですでに

連弧文と懸垂文の融合がみられる点には注意しておく

必要があろう。

胴瑯中段の区画をはさんで、上下に相似形の平行沈

線文が描かれるのが連弧文土器としての個性になるわ

けだが、胴下半部にキャリパー類的な交互懸垂文が描

かれる例が宿東遺跡 （日高市教委調査分）第11号住居

跡等にみられる。水平な区画を介した上下二段構成の

文様帯配置が、他類型との文様の互換を容易なものと

しているものと思われる。

第 5期

以下で述べる第 5期、後続する第 6期は本遺跡A

区• D区において遺構数の爆発的な増加がみられる時

期である。土壊一括や、炉体・埋甕レベルでの共伴等、

ある程度信頼の置ける一括資料も豊富で、また前後の

資料とのつながりも良好である。そこで、第5• 6期

に関しては前段階までとは記載のスタイルを変え、遺

構一括資料ごとに検討を加え、それらの相互の関係の

中で中期後葉から末葉への流れを明らかにしてゆきた

し‘o

なお、中期末葉に属する土器の型式呼称として、 l 

段階としての加曽利E皿式を用い、その前段階を加曽

利EII式後葉とする意見（谷井•細田1997) と、加曽

利E皿式内部の古•新段階にそれぞれ位置づける意見

（金子1997)の両者が存在するのは周知の通りである。

本書では現在の共通認識に従い、吉井城山類と呼ば

れる一群の土器の存在をもって加曽利E皿式の成立と

考えた。さらに、広義の吉井城山類の出現を中期末葉

でなくその前段階に設定した。

従って、本書における型式呼称は中期末葉である第

6期を加曽利E皿式新段階とし、これに先行する第5

期を加曽利EIII式古段階と呼ぶ。これらの呼称は、も

とより土器群の内容全体に関わるものではなく、土器

組成や住居形態などにおいて後期に連続する要素が出

揃う時期として、中期末葉＝加曽利EIII式の独立を認

める立場にも首肯できるものがある。

さて、加曽利EIII古段階はキャリパー類において磨

消し懸垂文が出現し、また、磨消し連弧文が出現する

時期である。両耳壷は存在するが星が少なく、未だ胴

張りの浅鉢が主流である。

D区の第38号住居跡がこの時期の最もまとまった組

成を示している。キャリパー類は波状口縁（64) と水

平口縁（65)が存在し、口縁部文様帯は前者が入り組

み渦巻文を描き、後者は渦巻文と楕円形の区画文を一

筆書き状に描く。浅鉢系の器形として両耳壷ではなく、

胴張りの浅鉢（68)が共伴している。

連弧文土器（67)は4単位波状口縁で、胴部中段に

くびれを持つ。中段に区画を設けない2段の連弧文で

ある。地文は斜位の集合沈線である。器形にキャリパー

類、地文および頚部から底部までを一帯とみる文様構

造に唐草文土器の影響がうかがわれる。

55~63は曽利・唐草文系の土器を含むセットであ

り、当初第3期からの連続性を考慮して第4期に含め

たが、県北部における類似の資料には磨消し懸垂文の

キャリパー類を共伴するものが存在する。本遺跡にお

ける第 4 期の曽利•唐草文類については資料が不足し

ており、ここでは論じるすべを持たない。

A区第39号住居跡は、連弧文と曽利II式系の土器の
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PL. 3 宿東遺跡出士土器変遷図 (3)
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PL. 4 宿東遺跡出土土器変遷図 (4)
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セットである。連弧文土器（56)には付加的な文様要

素が豊富に存在し、モチーフと上下の区画を接続する

対弧状の平行沈線や、それらの交点にあしらわれるC

字沈線などは比較的よく用いられるところである。

曽利II式系の土器（55)は、同系の末期的な様相を

呈している。器形・文様構成は意外なほど原型に忠実

であるが、形骸化した籠目文、表面をなでつけた扁平

な隆帯に最盛期との違いを見いだせる。また、頚部の

区画と渦巻文との間を対弧状の隆帯で連結する手法は

明らかに連弧文土器の副文様からの借用である。

第37号住居跡は連弧文土器と唐草文土器を中心とし

たセットである。文様構成上同一時期と考えたが、住

居跡自体は中期末の住居跡と切り合っていることを予

め断っておく。

60は、胴部中段の区画が長楕円形の区画文である点

を除けば、 80と同様極めてベーシックな連弧文土器で

ある。一方で、 58は2段の鋸歯状モチーフを平行沈線

や単独・副列の波状沈線によって繁雑に連結するもの

であり、ソロバン玉状に張り出す器形も含め、大幅な

崩れを示す資料である。

唐草文の土器 (61)は縦位の集合沈線を地文とする。

大宮台地や県北部でみられるハの字状の短沈線を地文

とするものは比較的少ないようである。渦巻文部分に

おける集合沈線の施文方法は、次段階における充填縄

文手法へと受け継がれてゆく。

A区第13号埋甕は繋弧文土器と唐草文土器のセット

である。繋弧文土器（62)は口縁部文様帯下端を平行

沈線によって区画し、ここから直に胴部文様帯へと接

続している。胴部には波状沈線の懸垂文が垂下し、懸

垂文間には 3本沈線のJ字文が描かれる。

唐草文土器（63)は2本隆帯で文様が描かれる点、

懸垂文間に上下閉塞のわらび手モチーフが配される点

を除けば61の個体に極めて近い資料である。

A区第121号土城からは典型的な磨消し連弧文が出

土している (71)。胴部中段に列点を伴う平行沈線の

区画が巡り、胴下半部には磨消し連弧文が描かれる。

同時に出土した深鉢胴部 (70)には、磨消し懸垂文

を対弧状の沈線で横位に連結するH字状の懸垂文が描

かれる。頚部から上を欠くが、口縁部文様帯を持つキャ

リパー類であろう。

D区第62号住居跡は連弧文系の土器を含まないが、

同時期の組成であろう。キャリパー類（72)は水平口

縁で入り組み状の渦巻文が描かれ、磨消し懸垂文が垂

下する。

曽利系の隆帯文土器（74)はこの時期出現するもの

であろう。紡錘形の胴部で、内湾する貧弱な口縁部が

付されるものとみられる。隆帯上には交互剌突風の刻

みが施される。北関東系の土器であり、栃木県三輪仲

町遺跡にまとまった資料が存在する (120~122)。

これに伴うコップ形の小型深鉢（73)は、口縁上に

上向きの渦巻文を描く柱状の突起が配される。

A区第46号住居跡も連弧文系の土器を含まないが、

キャリパー類（75)の形態から同時期と思われる。水

平口縁で、入り組み風の渦巻文が横位に展開する。胴

部には磨消し懸垂文が垂下し、無文部にわらび手状の

沈線が垂下する。

コップ形の深鉢（77)は口縁部に交互剌突を巡らせ、

胴部に平行沈線の懸垂文と単沈線の蛇行懸垂文が垂下

するもので一見古い特徴を備えた土器であるが、地文

撚糸文の 1面のみ単節縄文を施文している。「異原体

の挿入」によるリズムの崩しの手法は加曽利E皿式期

の前後に、関東地方から東北地方南部で広く用いられ

ているものである。

A区第5号住居跡は 2軒の切り合いとみられ、新旧

2段階の炉跡を検出している。

このうち炉跡2と呼んだ旧段階の炉体土器 (81)が

加曽利EIII式古段階のものとみられる。押し引き文風

の沈線によって胴部中段を区画し、胴下半部に逆U字

状の磨消しモチーフを描くもので、ここまでは典型的

な磨消し連弧文の手法といえる。

胴上半部には弧状の隆帯が配されており、こちらは

連弧文ではなくキャリパー類的な口縁部文様帯が描か

れるものであろう。

炉跡1とした新段階の炉体土器頃与20図1)は入り
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組み渦巻文の口縁部に唐草文系の胴部文様が組み合う

もので、これらの主文様の間に楕円文・わらび手状沈

線など繁雑な副文様が描かれる。

整った入り組み渦巻文が描かれているものの、同区

第56号住居跡では非常に類似した上器（86)が柄鏡形

住居跡の炉体土器として用いられており、第5号住居

跡は加曽利EIII古•新段階の住居跡が切り合っている

ものと考えられる。

A区第65号住居跡出土の連弧文土器 (80)は3本沈

線による比較的ベーシックな連弧文であるが、これと

組み合うキャリパー類（79)はコップ形の器形に水平

口縁＋区画文系の口縁部文様帯で、胴部に磨消し懸垂

文を描く個体である。

この段階には磨消し連弧文以外に本住居跡のような

古臭い外見を持つものが残存しているものとみられ

る。強いて前段階との違いを挙げるならば、

＊口縁直下の区画部分が研磨され、地文が磨り消され

ている。

＊地文縄文であり、かつ施文が粗い。

等が指摘し得る。

上記の他、 A区第2• 30 • 33 • 37 • 47 • 59 • 64 • 73 

号住居跡、同区第33• 66 • 97 • 153号土城、 D区第6.

7 • 8 • 11 • 14 • 15 • 29 • 37 • 61号住居跡、同区第43

号土城等がこの段階の住居跡であろうと考えられる。

D区第15号土城は初期の吉井城山類（以下、吉井城

山類）を含む組成である。キャリパー類は波状口縁に

内文を持つ突起を配するもので、児玉町将監塚遺跡に

多数の類例がみられ、多くが磨消し連弧文を伴出して

いる。また、 4個の中空把手を配する四耳壷は児玉町

古井戸遺跡第35号住居跡に類例をみることができる

(123~125)。

初現的な吉井城山類の構成要素である大波状の区画

と懸垂文の融合は、すでに見たとおり前段階において

既に成立しており、本段階における吉井城山類の成立

は決して唐突なものとはいえないだろう。共伴遺物不

明のため図示しなかったが、 A区第40~43号住居跡出

土の原吉井城山類頃与95図9) と、同区66号土城出土

の連弧文土器（第250図1)、さらに同区第121号土壊

出土の連弧文土器（71)等との間に有意な段階差を見

出すことは困難なのではなかろうか。

この段階の組成中に吉井城山的な土器を含む例とし

ては、宿東遺跡（日高町調査分）第 1号住居跡(126

~128)、児玉町古井戸遺跡第48• 134号住居跡等が挙げ

られる。児玉町将監塚遺跡第50号住居跡では内文突起

のキャリパー類および磨消し連弧文と共伴している

(129~131)。

第15号上壊出土遺物が第5• 6期の中立的な位置を

占める資料であることは確かである。その意味で非常

な危険を伴う本資料を敢えて呈示したのは、吉井城山

類の出現期を一段階遡らせることで、これまでの編年

案のウイークポイントであったと考えられるキャリ

パー類の細分に、 一定の基準を設けることができると

考えたからである。

第 6期

加曽利E式新段階である。キャリパー類は大半が口

縁部文様帯に崩れを生じ、波状区画文や楕円文化する

個体が頻出する。器形的にも頚部に段を持つものは減

少し、胴部中段から単調に開いた後に口縁部で内屈す

るタイプが主流となる。

前段階で出現した吉井城山類が連弧文系の土器に

取って代わる段階でもある。吉井城山類は弧状モチー

フと逆U字モチーフが上下に対向するタイプ、胴上半

部に玉抱き文を持つタイプが現れ、 一方で前段階以来

の波状区画＋懸垂文のスタイルも残存し、後期初頭の

岩坪類に引き継がれる。

唐草文系の土器から梶山類が明確に分化する。唐草

文自体や曽利系の隆帯文士器の動向は不明だが、前段

階の隆盛からのギャップを考慮するなら、何らかのか

たちで残存する可能性が高い。ただし、今回は有効な

一括資料を見いだせなかった。

土器組成中に両耳壷が定着する。また、土器組成と

直接は関係ないが、住居形態として柄鏡形住居跡が出

現する段階でもある。

A区第56号住居跡は柄鏡形住居跡で、キャリパー類
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宿東遺跡出土士器変遷固 （5)
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第

D区第32号住居跡
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PL. 6 宿東遺跡出土土器変遷図 (6)

A区第55号住居跡

第
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D区第6号土墳
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期

A区第46号土壊
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と梶山類のセットである。キャリパー類 (86)は口縁

部区画が楕円形の区画文となり、胴部に唐草文系の文

様が施文される。この種の文様に充填縄文の手法が支

配的であるのは前段階唐草文土器の集合沈線文の施文

手法からの流れであろう。地文には部分的な異原体の

挿入がみられる。

梶山類（88)は波状口縁で、渦巻文の地文部がパネ

ル状の小区画を構成する。この他に、口縁部が半月状

の区画となり、渦巻文が小突起に代替されるキャリ

パー類（87)と、無文の両耳壷（90)が伴出している。

A区第16号住居跡もキャリパー類と梶山類が中心の

セットである。キャリパー類 (91)は口縁部文様帯が

波状区画文化し、磨消し懸垂文が垂下する。梶山類

(92)は水平口縁で、 2本隆帯により文様が描かれる。

両耳壷（92)は胴上半部に前段階のキャリパー類に

由来する区画文を描くもので、橋梁状把手は上端が舌

状に飛び出す。また、ひさご形土器 0045図12)はこ

の時期に有孔鍔付き土器から分化するものであろう。

ひさご自体は中期末葉に特有のプロポーションだが、

上下2対の環状把手を持つ四つ手壷の構成は、後期段

階に受け継がれることになる。

A区第48号住居跡は柄鏡形住居跡で、吉井城山類と

梶山類と両耳壷のセットである。

吉井城山類（102)は、胴上半部に玉抱き文を描く

洋光台猿田タイプである。

梶山類（104)はひさご形の深鉢に隆帯渦巻文を施

文するタイプである。千葉市芳賀輪遺跡第134号住居

跡から同種の深鉢の胴上半部が出土している(132~

133)。

両耳壷（105)の胴上半部の文様帯は長方形の区画

と渦巻文の組み合わせで、前段階のキャリパー類に多

くみられた手法である。両耳壷においてこうした伝統

的な手法が残存することは、一方で母体となったキャ

リパー類においても伝統的な渦巻文の土器が残存して

いる可能性を示すものであろう。

D区第32号住居跡も柄鏡形住居跡で、吉井城山類と

両耳壷のセットである。

吉井城山類（100)は2本沈線による文様描写で、

磨消し連弧文のイメージを引きずっている。両耳壷

(101)は胴上半部に区画文を描くもので、 A区第48

号住居跡出土のものに類似する。

D区第 7号住居跡はキャリパー類と吉井城山類の

セットである。キャリパー類（94)は、口縁部文様帯

に入り組み風の渦巻文を残しつつ、他方で渦巻文が円

形の区画文に変化し、胴部の磨消し懸垂文の一部が口

縁直下にまで貫入する。

吉井城山類は猿田タイプの玉抱き文 (95) と、磨消

しによる楕円文が重畳するタイプ (96)が共存する。

D区第36号住居跡は、吉井城山類と一段懸垂文の深

鉢、両耳壷に類似の広口壷がセットとなっている。吉

井城山類（97)は猿田タイプの玉抱き文を基本に、大

波状の沈線区画の上下に楕円形の磨消しモチーフを振

り分ける、南東北系の文様を忍び込ませたものである。

吉井城山類と大木9式の関係を知るうえで重要な資料

といえるだろう。

この他、 A区第5（新） ・13• 15 • 26 • 57 • 61号住

居跡、同区第19• 100 • 129号土壊、同区第 1• 14 • 25 

号埋甕、 C区第7号住居跡、同区第 1• 2号埋甕、 D

区第 1• 3 • 13 • 17 • 18 • 19 • 20 • 21 • 55号住居跡等

が本段階に含まれるものと思われる。

第 7期

疇初頭、称名寺式期に該当する。実際には数段階

の時間差を含んでいるが、例数が少ないため、単一の

段階として取り扱った。

A区第55号住居跡は吉井城山類と南東北的な寸胴の

暉、両耳壷のセットである。

吉井城山類（106• 107)は前段階からの変化に乏し

いが、鋸歯状のモチーフが主流となるようだ。寸胴の

深鉢 (109)は背の低い隆帯によりR字状のモチーフ

が描かれる。寄居町樋ノ下遺跡に同種の深鉢がみられ

る。

樋ノ下例はいずれも鈴木徳雄氏の編年（鈴木1990)

の第3段階以降にあたる、称名寺式でも比較的新しい

段階の土器を伴っている。ただし、第55号住居跡出土
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のものは口縁直下の四方に舌状の突起を持たないこ

と、共伴する吉井城山類や両耳壷（111)は中期末葉

と大差ないものが出土していること、類似のR字文が

千葉市中野僧御堂遺跡第3号住居跡の梶山類にみら

れ、隆帯によるR字モチーフそのものは中期末葉から

存在している可能性があること等から、称名寺式でも

初期、鈴木編年における第 1段階前後のものと考えた

し、0

D区第3号住居跡からは異形の片口土器（115)が

出土した。これが唯一の復元個体であり、破片資料も

比較的数が少なかったため、時期判定は困難である。

異形片口土器の類例は、横浜市市ノ沢団地遺跡C地

区第 1号敷石住居跡（137)や、同市稲ヶ原遺跡A地

点B-4号住居跡（141)にみることができる。

市ノ沢団地例は破片を含め加曽利E系のみのセット

であるが、稲ヶ原例は多量の中津系の土器と共伴する

ため、本遺跡D区第3号住居跡例も初期称名寺式に伴

うものである可能性が高い。

D区第3号住居跡を切る同区第 1号土壊の出士士器

(114)も、当然後期の所産ということになるだろう。

吉井城山類における波状の区画が口縁部の区画に癒着

してU字状の区画文へと変化している点が新しい要素

といえようか。わらび手沈線が後期段階にまで残存し

ている事実には注意したい。

A区第20号住居跡出土土器 (119)は、実際には単

独の埋設士器と考えられるものである。

山形の突起は浦和市明花東遺跡などの成立期の称名

寺式に時折みられるもので、横浜市稲ヶ原遺跡A地点

B-4号住居跡には大小の突起を 4単位づつ交互配置

にする例（139) も存在する。逆U字状の区画は中期

末葉の曽利式以来の流れであり、ともに新しい要素と

はいえない。従って、本資料は106~115のような加曽

利E系の土器に伴う最古段階の称名寺式であるものと

判断した。

A区第46号土壊出土遺物は、加曽利E系の土器と、

疇土器2個体のセットである。 117の粗製土器が南

関東以西で中津系の土器と普通に共伴するものである

ことから、本資料が後期に下るのは間違いのないとこ

ろであろう。 118の横位回転の縄文も、明らかに後期

的な要素である。加曽利E系の116は鋸歯文が描かれ、

A区第55号住居跡例に類似するが、内屈する口縁直下

に舌状の突起を明確に持っていることから、若干時期

が下る可能性が高い。口縁の形態から、いわゆる関沢

類型の存在が明確になる鈴木編年第2~3段階にあた

るものであろうか。

この他、 A区第53号住居跡、 D区第6号土城等が後

期初頭に該当するものと思われる。

今回の調査で遺構にからんで出土した縄文士器は以

上で全てである。中期後葉の加曽利EI式古段階から

疇初頭称名寺式の半ばまでは、ほとんど切れ目なし

に遺構が存在することが明らかになった。

背後の中部高地からの影響をコンスタントに受けつ

つも、西関東、とりわけ武蔵野台地の在地的な色彩の

濃厚な中期後葉に対し、後続する中期末葉の土器群は

中部高地から南東北までを巻き込んだ多種多様な文様

系列がめまぐるしく交錯する。この時期、関東平野西

部の山際を南北に縦断する、著しい情報の加速化が想

定される。

新資料の増加につれ、改めてその同時多発的なあり

さまがあらわになった柄鏡形住居跡の成立も、上記の

ような文脈のもとで語られるべき出来事なのかもしれ

ない。
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PL. 7 関連遺物一覧
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2.加曽利E皿式期の住居跡について

前段で述べたように、宿東遺跡における縄文時代中

期末葉は、土器文様における磨消し縄文手法の隆盛、

とりわけ吉井城山類の定着と、住居形態における柄鏡

形住居跡の出現に特徴づけられる。

PL. 8に本遺跡出土の柄鏡形住居跡の位置関係を抜

き出した。 A区第55号住居跡が第7期である他はすべ

て第6期＝中期末葉に属する住居跡である。主軸は南

西と南東を指すものがほぼ半々であり、また調査され

た範囲では住居跡の配置に規則性はみられない。

いうまでもないことだが、中期末葉以降に属する住

居跡はこれが全てではない。土器組成のうえでは、加

曽利E式の伝統的な要素である口縁部文様帯を残す一

群、いわゆるキャリパー類は中期末葉にあっても消滅

するわけではなく、他の類型と共存しつつ後期初頭に

おける土器様相に影響を与えてゆく。同様に、住居形

態のうえでも張り出し部を持たないより伝統的な形態

が、（少なくとも武蔵野台地においては）柄鏡形とあ

PL. 8 柄鏡形住居跡位置関係図

る程度まで共存しているものと思われる。

棟木構造系列

D区第6 • 26 • 47号住居跡 （第 5期）、第7 • 17号

住居跡（第6期）、第 3号住居跡 007期）等は、楕

円形や隅丸長方形プランを呈し、 4 本• 6本といった

偶数本の主柱穴を主軸線をはさんで左右対称に配置す

る伝統的な住居形態である。

石塚和則が行った中期前葉における上屋構造の復元

（石塚1986)に習えば、これらは対称配置の主柱上に

梁・桁をそれぞれ渡し、これに垂木を持たせかけて、

主軸線上に存在する棟木を支持するスタイルと考えら

れる。以下 「棟木構造系列」と呼ぶ。

加曽利EIII段階に顕著になる新たな特徴としては、

• 4本主柱の配置が奥壁側に開く逆台形を呈する

・炉跡の位置が埋甕寄り＝出入り口寄りに移動する

等が挙げられるが、全体に掘り込みが浅く、諸施設

の配置が不明確なものが多い。
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三本柱系列

柄鏡形に先駆けて第5期に出現する特異な住居形態

がある。楕円形ないし円形のコンパクトな竪穴で、床

面中央部かやや前面に炉跡を持ち、主軸線上奥壁寄り

に1本、炉跡前面で主軸をはさんで左右対称の位置に

各 1本、合計3本の主柱穴をもつ住居形態がそれであ

る。柱穴の本数 ・配置には当然変則的なものも存在し

ようが、ここでは前述の三本柱穴が多くの住居跡に共

通してみられることから、「三本柱系列」と呼称する。

三本柱系列の住居跡は第5期に棟木構造系列から分

化して、第6期までは確実に存在する。 A区第7号住

居跡、 C区第7号住居跡、 D区第5• 14A • 15 • 24 • 

4嗚住居跡（以上全て第5期）、 D区第 1• 15 • 20A • 

21 • 36号住居跡頃与6期）等が本系列に属するもので

あろう。

柄鏡形系列

北～南西関東における出現期の柄鏡形住居跡がそう

であるように、宿東遺跡の柄鏡形住居跡も第6期に、

明確な張り出しと壁柱穴構造を持つ完成された形態で

出現する。 A区第11・48・55・56号住居跡、 D区第13• 

32号住居跡が本系列に属する。個別の住居跡の時期は

前述の通りである。

柄鏡形住居跡の成立に関わる具体的な言及は、埋甕

周辺の小張り出し施設からの発達を提唱した山本暉久

を喘矢として、最近では潜在的なものであった竪穴内

部における空間区分が中期末葉において顕在化したと

する秋田かな子の説が注目される。

柄鏡形系列の出現に先立って、三本柱系列の住居跡

が現れることは既に述べた。柄鏡形系列の主体部との

疇形態上の類似や、北本団麟木山濁認2次調

査第 1号住居跡のように、初期の柄鏡形住居跡には地

域を問わず、三本柱の構造を残す例がみられることか

ら、柄鏡形系列は棟木構造系列から直接派生するもの

ではなく、間に三本柱系列を介して成立している可能

性が高い。そこで、笹森健一の内帯・外帯の発想（笹

森1977)をもとに、三本柱から柄鏡形への転換に対す

る解釈を試みることにする。

笹森の内帯 •外帯の概念は、環状の柱穴を結ぶ円〇

に対し、円0の中心から張り出し部先端までの長さを

半径とする円周内部を円錐形の上屋に覆われた住居の

範囲であると仮定し、二つの円周のうちの前者を内帯、

後者を外帯と呼ぶもので、張り出し部の長さは円0の

直径のほぽ1/2であることから、内帯の直径＃外帯の

半径となる。

柄鏡形住居跡の場合、環状に巡る壁柱穴の描くライ

ンが住居構造上の内帯にあたっていた。三本柱住居跡

の場合には全体の重量配分を考慮して、柱穴が描く略

二等辺三角形の重心（図中＊）を中心として、 3本の

柱穴が乗る円周の内側を内帯と考えた。結果として円

の中心が 2本の柱穴が対置される入り口空間側に若干

寄ることになった。

さらに、三本柱住居跡の上屋を柄鏡形住居跡におい

て想定されたのと同様の円錐形と仮定したうえで、内

帯の直径を半径とする同心円を描き、この円周と内帯

との間の空間を外帯と考えた。

本遺跡出土の三本柱系列の代表的なもの 2例をPL.

9上段に呈示した。図上スクリーントーンで表示した

のが内帯と外帯である。

一見して、内帯の円周に象徴される上屋構造が全体

に入り口部寄りに偏っている点が指摘し得る。必然的

に竪穴の壁から出入り口部の葺き下ろしまでの間に余

白が生じる。壁柱穴構造をとる入間市坂東山遺跡第19

号住居跡（第5期）、騎西町修理山遺跡第 1号住居跡

算 6期）等において、この余白は一層甚だしいもの

となる。そして、これこそが張り出し部の発生の素地

となるものと考えられる。

次に、柄鏡形住居跡について、その内帯 ・外帯と諸

疇との位置関係をみてみよう。柄鉤桝声跡の場合、

上屋を支えるのが主として壁際を巡る壁柱穴である関

係上、三本柱系列から比べると内・外帯ともに拡大さ

れる傾向にある。初期柄鏡の基本構造ともいうべき張

り出し部・連結部の 2基の埋甕は、内帯・外帯それぞ

れの入り口部空間に配置されていることになる。

三本柱系列の埋甕は内帯における入り口部空間のみ
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PL. 9 三本柱系列と柄鏡形系列
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に設置されるのに対し、柄鏡形系列ではこれに外帯部

の埋甕が累加されている。この、内外二重の入り口施

設を持つ構造こそが、柄鏡形住居跡の本質であると考

えられる。外帯部分にもう一つの出入り口部空間を意

識させることになった原因としては、竪穴の壁の立ち

上がりから上屋の葺き下ろしまでの空間の拡大が想定

され、そして、竪穴プランに対する葺き下ろし＝外帯

の拡大の原因となったのは、内帯の拡大＝壁柱穴構造

の導入に他ならない。

壁柱穴系列

壁柱ノ六渭倉造の由来については様々な要素が考えられ

るが、 一つには下総台地からの影響があったものと思

われる。この地域における壁柱穴構造は、宿東遺跡に

おける第 5期には明瞭に存在し、 6期＝中期末葉に

なっても柄鏡形の住居跡はほとんど出現しない。

こうした東関東的な住居構造を壁柱穴系列と呼称す

る。宿東遺跡においては第5期のD区第11号住居跡他

が壁柱穴を巡らせる。中期末葉の騎西町修理山遺跡第

1号住居跡が柄鏡的な柱穴配置を取りつつも張り出し

を持たないのは、やはり東関東的なあり方とみていい

だろう。

複式炉系列

複式炉は、縄文時代中期末葉から後期初頭にかけて、

東北地方中～南部一帯に分布するもので、複数の燃焼

部を有する炉形態を指して用いられる名称であり、中

期末葉段階では燃焼部と壁との間に前庭部と呼ばれる

落ち込みが設けられる。逆に言えば、炉跡が前庭部を

介して竪穴の壁に取り付く構造である。

東北地方北部には単式の炉が前庭部を介して竪穴の

壁に取り付く 「沢部型複式炉」（市川・古市1977)が

存在し、 一方で分布の南限は新潟県・栃木県に及んで

おり、 1例だけだが埼玉県児玉町古井戸遺跡でも報告

されている。

中期末葉における複式炉を伴う住居形態 （以下、 「複

式炉系列」） の柱穴配置が、前庭部に対する奥壁寄り

に偏る事実は既に多くの研究者により指摘されてき

た。そこで、複式炉系列の住居跡の平面構造に、前述

の内帯 ・外帯の同心円構造を重ね合わせてみると

(PL.10)、興味深い事実が浮かび上がる。内帯と竪

穴の立ち上がりとが奥壁部で限りなく近付いているの

に対応して、住居跡前面、端的には複式炉前庭部が、

外帯のラインに接近しているのである。

前庭部の機能としては、複式炉中央の石囲部に対応

する焚き口が想定されているが、 一方でその特異な形

態から祭祀的な意味合いをも想定されてきた。しかし、

複式炉系列にみられる柱穴・炉等の諸施設の特異な配

置が、前庭部と呼ばれるしばしば堅く踏みしめられた

落ち込みを外帯＝住居外部の空間へと近づけることを

目的とした措置であると仮定するならば、そこに形を

変えた出入り口施設としての機能を想定することも、

あながち間違いとはいえないのではないだろうか。

複式炉の前庭部は後期初頭に入ると壁から分離し、

小規模な石囲いの施設に代替される。無論これは燃焼

部に対する焚き口の機能を果たしはしない。複式炉そ

のものの消滅に先立って衰退の道をたどる前庭部は、

複式炉の本質的な機能に関わる部分ではありえないと

いう中村良幸（中村1986)の指摘は傾聴に値する。祭

祀云々という検証不可能な議論はともかくとして、複

式炉の光熱施設＋出入り口部という構造から、この時

期に出入り口部という性格が分離独立したと考えるの

は果たして無謀であろうか。

出入り口施設を有する住居跡

複式炉系列はロングハウスの伝統が崩れた後に出現

する住居形態であり、竪穴の一端を外帯寄りに掘り広

げることで入り口部の施設を形成したものと思われ

る。

一方、三本柱系列は加曽利EII式までの棟木構造系

列が崩れはじめる時期に出現している。竪穴の壁と外

帯との間の空白は当初からある程度存在しているが、

壁柱穴構造の選択によってさらなる空白の拡大を生じ

る。この結果、竪穴前面以外に、外界との境界をなす

葺き下ろしの前面に出入り口施設である埋甕を累加す

る必要が生じ、二つの出入り口施設を連結するものと

して細長い張出部が出現したものとおもわれる。
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埋甕を伴う張出部は、連結部埋甕から発達・伸長し

たものではなく、出入り口施設の累加によって出現し

たものと思われる。こうした前提に立つならば、張出

部の発達が不十分な中間形態が存在しないのは自然な

ことといえるのではないか。

擬複式炉系列

ところで、前出の修理山遺跡からはさらにもう 1例、

特異な構造を有する住居跡が出土している。第11号住

居跡がそれで、炉跡から壁に至る長方形の掘り込みを

伴っている。落ち込みの両側縁には小ピットが並び、

炉跡よりの一端には埋甕を伴っている。ともに中期末

葉に属することや、埋甕や炉跡との位置関係などから、

この長方形の落ち込みは同時期の柄鏡形系列における

張り出し部に相当するものとみられる。

同様の住居構造を千葉県袖ヶ浦町嘉登遺跡SI036に

みることができる。不整円形プランで、柱穴は壁から

距離をおいて環状に巡る一種の壁柱穴配置を構成す

る。炉跡からは若干距離をおくもののやはり壁に取り

付く長方形の落ち込みを有しており、埋甕は落ち込み

中央部および炉跡よりの一端に 1基づつ配される。

以上2例は炉跡が長方形の落ち込みを介して壁に取

り付くという外見上の特徴や、これに埋設土器が介在

するありかたが複式炉に類似しているため、「擬複式

炉系列」と呼称したい。

疇式炉系列における詞鯛面の落ち込みは、柄鏡

3.掘立柱建物跡

宿東遺跡からは 5棟からなる掘立柱建物跡群が検出

された。検出地点の内訳はA区で4棟、 D区で 1棟で

ある。ほぼ正方形のA区第2号掘立柱建物跡を除けば

すべて長軸・短軸を有し、 1間X 1間の単純な配置ゆ

えに構造は不明ながら、妻側と平側の区別が存在して

いるものと思われる。

疇は、最大のD区第 1号掘立柱建物跡で3.5mX

3m、最小のA区第2号掘立柱建物跡が2.8mx2.8m

で、平側が 3m前後、妻側がそれより若干短いものが

多く、明確な規格は存在しないものの、身体尺のよう

形住居跡における張り出し部に相当する意味を持つも

のと思われる。柱穴は竪穴の壁溝よりも内側を巡るた

め、外帯のラインと主体部の壁との位置関係は三本柱

系列に近いものとなっている。したがって主体部外に

長大な張り出しを必要としない。

ここで問題としたいのは、分布圏を異にしつつ縄文

時代中期末葉に出現する柄鏡形住居跡と複式炉（前庭

部）を伴う住居形態が、擬複式炉系列というある種中

間的な様相をはさんで共通した系譜のうえに連なる可

能性が出てきたことである。

擬複式炉系列は、複式炉系列と柄鏡形系列の中間的

な様相を示すものであろう。下総台地を中心とした東

関東、さらに北関東一帯にあって、明確な出入り口施

設の痕跡を残さない壁柱穴の住居跡や客体としての複

式炉系列以外に、こうしたものが定型的に存在してい

た可能性を指摘しておきたい。

棟木構造やロングハウスといった本格的な上屋構造

を持った住居形態が崩れた後に、葺き下ろし式の簡易

な上屋を持ったより小規模な住居形態が出現し、これ

にともなって竪穴主体部と葺き下ろしの外部とをス

ムーズにつなぐ出入り口施設が設けられる。複式炉系

列と柄鏡形系列の発生は、このような共通の文脈のも

とで縄文時代中期末葉の東日本一帯で発生した一連の

出来事であったものと思われる。

なある種の基準に基づいて設計されている可能性があ

る。

棟の方向は建物群南に群集するA区第2~4号掘立

柱建物跡はN-29°~38°-Wであるが、建物群中央部

のA区第 1号掘立柱建物跡ではN-42.5°-W、最北

端のD区第 1号掘立柱建物跡ではN-85°-Wを指し

ている。他の遺構との対応関係は不明であり、そもそ

も何棟までが同時に存在していたかも不明であるが、

遺跡の南西部に入り込む谷のラインを意識して、平側

の一面を谷に向けて配置されている様子がうかがわれ
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る。

遺構の時期は不明であるが、 A区第 1号掘立柱建物

跡が第6期の埋甕に切られていることや、周辺の遺構

の時期などから、本遺跡における土器編年上の第3~

6期の間に収まるものであろう。

縄文時代の掘立柱建物跡については石井寛によって

資料の集成が行われており（石井1995)、埼玉県内の

例についても後期を中心とした若干の資料が呈示され

ている。

県内最古の例としては、狭山市八木前遺跡から4.33

mx3.23mの長方形配列の土壊が検出されており、覆

土中から黒浜式の土器が出土している（書上他1996)。

「方形配列士城」として報告されているが、土城の規

模や配置からみて建物跡と考えていいだろう。石井が

阿久型と呼んだ長野県内の事例との関連は不明だが、

縄文時代各期を通じ、この種の柱建ちの構造物が存在

する素地は常にあったものとみられ、今後の集落調査

における注意を喚起したい。

宿東遺跡出土の掘立柱建物跡は埼玉県内で二番目に

古いものであり、それが中期後葉～末葉のある時期に

は集落内に群集をなすほどに恒常的に存在していたこ

とを示す資料であった。資料の増加が待たれる。

PL.11 掘立柱建物群位置関係図
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付編

宿東遺跡出土黒曜石の化学分析

目次

l 実験条件

2 実験結果の取扱

3 化学分析結果（中期総合）

3 -1 Rb-Srの相関について

3 -2 SiOz-Alz03の相関について

3 -3 Fe203-Na20の相関について

3-4 KzO-CaOの相関について

4 まとめ

1 実験条件

化学分析は日本電子製JSX3200型蛍光X線分析装

置でおこなった。

実験条件は加速電圧： 30kV、電流：自動、有効測

定時間： 200秒でおこなった。

分析指定元素はNa,Mg, AL Si, K, Ca, 

Ti, Mn, Fe, Rb, Sr, Y, Zrの13元素である。

2 結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物として、ノーマル法 (13元素

全体で100％になる）で計算し、化学分析表を作成し

た。化学分析表に基づいてRb-Sr,Si02-Alz03, 

Fe203-Na20, K20-CaOの各図を作成した。これ

らの図をもとに、黒曜石を元素の面から分類した。

Rb（ルビジウム） ーSr（ストロンチュウム）は重量％

(Wt%)ではなく、積分強度（I)で分析した。

第 1表化学分析表には宿東遺跡から出土した黒曜石

の製品とフレイクの分析値が記載してある。これらの

分析結果と比較対比したのは長野県、群馬県、神奈川

県、静岡県、東京都などの原産地の黒曜石の分析値で

ある。

鑑定報告

（株）第四紀地質研究所井上巖

原産地の黒曜石の分析結果に基づいて原産地分布図

として第1図Rb（ルビジウム）ーSr（ストロンチウム）

図、第2図Si02-Alz03図、第3図Fe203-MgO図、

第4図KzO-CaO図を作成した。第 1図Rb（ルビジ

ウム）ーSrO（ストロンチウム）図は重戴％ではなく、

積分強度で作成した。第2図～第4図は重量％で作成

した。

3 化学分析結果（縄文中期総合）

3 -1 Rb-Srの相関について

第5図Rb（ルビジウム）ーSr（ストロンチウム）図

に示すように宿東遺跡の黒曜石は冷山黒曜石原産地系

のIとIIの2グループと和田峠系のIlIグループに分か

れる。

後の項で述べるように和田峠系の領域にある宿東一

5と6は和田峠系ではなく冷山黒曜石原産地系であ

り、冷山系の領域にある宿東の11と12は和田峠系であ

る。このようにRb-Srの相関では一部に誤差が生じ

る。
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3 -2 Si02-Al凸の相関について

第 6図Si02-Ah03図に示すように IとIIの2グ

ループに分かれる。 Rb-Srの相関では 3グループに

分かれたが元素組成ではそのほとんどが冷山の領域に

集中し、 IIグループを形成する。成分的には明らかに

冷山の黒曜石だけであることがわかる。 IIグループに

は製品、フレイクが共存する。

Iグループは明らかに異なる元素組成をするもの

で、宿東ー11と12の2個が該当する。この2個は冷山

の領域ではなく和田峠系の領域に集中する。

宿東ー 3は現在のところ該当する原産地はなく、い

くぶん成分が異なる。

3 -3 Fe203-NazOの相関について

第7図Fe203-Na20図に示すように IとIlの2グ

ループに分かれる。 Iグループは冷山の領域にあり、

Ilグループの宿東ー11と12の2個は和田峠の領域であ

る。

Iグループには製品、フレイクが集中して共存する。

宿東ー 3はFe203の値が高く、異質である。

3-4 K心ーCaOの相関について

第8図K20-Ca0図に示すように IとI[の 2グ

ループに分かれる。 Iグループの領域には I-1とI

-2の2グループが存在するように見受けられる。こ

れは冷山の中でいくぶん成分が異なるもので、黒曜石

の同じ露頭の中の異なる層を意味しているのではなか

ろうか。I[グループの領域は和田峠系のの黒曜石の領

域と一致するものである。 Iグループには製品、フレ

イクが共存する。

4 まとめ

l)宿東麟の黒曜石はRb-Srの相関では和田峠、

星糞峠の領域にあるものが認められたが、元素組成で

はこれらの領域のものは冷山の黒曜石の領域のもので

あった。冷山の領域の中にあって和田峠系は宿東一11

と12の2個であり、いくぶん誤差が認められる。

2)宿東遺跡の黒曜石の製品とフレイクは元素組成で

はその大半が冷山のものである。和田峠系は宿東ー1l

のフレイクと宿東ー12の製品だけである。宿東ー 3は

明らかに異質で、現在の原産地のデータの中に該当す

るものはない。

第 1表化学分析表

試料名 Na20 MgO Al 2 0 3 s i 02 K2 0 CaO Ti O 2 MnO Fe 2 0 3 Rb 20 SrO Y203 Zr 20 Total Rb(I) Sr(I) 備考

宿束ー1 4.2410 0. 0000 12.5132 76 4733 5.2833 0.5550 0.1141 0. 0939 0. 6864 0.0170 0. 0066 0. 0040 0.0123 100. 0001 1264 481 フレイク 冷山

宿束ー2 4. 3528 0. 0000 12. 9643 75. 8213 5. 2899 0. 5596 0. 1330 0. 0845 0. 7575 0.0184 0. 0052 0.0000 0.0135 100. 0000 1401 385 フレイク 冷山

宿束ー3 3.6491 o. 0000 16.1665 71. 5828 4. 3938 0, 7614 0.4159 0.1461 2.8021 0.0414 0. 0057 0.0116 o. 0238 100. 0002 2461 330 フレイク 冷山一 C

宿東ー4 4. 9774 0. 0000 12. 7135 76. 5139 3. 7154 0. 9105 0.1465 0.0831 0. 9093 0. 0083 0. 0089 0. 0039 0. 0094 100. 0001 704 736 フレイク 冷山

宿東ー5 4.1921 0. 0000 13. 0459 76. 0516 5. 0936 0. 5374 0. 0905 0. 1182 0.8173 o. 0303 0.0016 o. 0049 0.0167 100. 0001 2378 119 製品 冷山

宿東ー6 3. 9002 0. 0000 13. 1690 76. 2796 5. 1925 0.5259 0.1235 0. 0840 0. 6895 0.0163 0. 0039 0. 0055 0.0101 100. 0000 1297 305 フレイク 冷山

宿東ー7 4.0618 0. 0000 13. 2985 75. 9303 5.2410 0.4938 0.1366 0.0731 0. 7182 0. 0200 0. 0060 0. 0083 0.0124 100. 0000 1575 464 フレイク 冷山

宿東ー8 4 2832 0. 0000 13.4951 75. 5236 5.1417 0. 5482 0.1391 0. 0847 0. 7525 0.0130 0. 0064 0. 0028 0. 0098 100. 0001 1066 511 フレイク 冷山

宿東ー9 4. 7809 0. 0000 13.0691 76.5103 3.5794 0. 9300 0.1463 0. 0810 0.8779 0. 0079 0.0038 0. 0009 0.0124 99. 9999 657 313 フレイク 冷山

宿東ー10 4.1562 0. 0000 13.2326 75. 7374 5.3315 0. 5395 0.1314 0. 0800 0. 7611 0.0162 0.0035 0. 0022 0. 0084 100. 0000 1290 275 フレイク 冷山

宿東ー11 3. 9972 0. 0000 12. 7436 67. 3086 12.0182 1.2935 0. 2988 0.2147 2.0358 0. 0488 0.0073 0. 0093 0.0241 99. 9999 1242 197 フレイク 和田峠系

宿東ー12 4.4128 0. 0000 11.9851 67. 9414 12. 0866 1.2346 0. 2524 0.2138 1. 7702 0. 0500 0.0238 0. 0000 0. 0294 100. 0001 1352 681 製品 和田峠系

宿束ー13 3. 8360 0. 0000 13.5141 75. 9950 5.1280 0. 5278 0.1276 0.0807 0. 7609 0.0139 0.0043 0.0013 0.0104 100. 0000 1123 338 製品 冷山

宿東ー 14 4.5347 0. 0000 12.9116 75. 8500 5.2194 0. 5585 0.1211 0. 0804 0.6792 0. 0200 0. 0058 0. 0059 0 0135 100. 0001 1669 471 製品 冷山

宿東ー15 3. 9353 0. 0000 13.3115 76. 0079 5.1907 0. 5283 0 1248 0.0818 0. 7775 0 0200 0. 0060 0.0018 0.0145 100. 0001 1461 429 フレイク 冷山

宿東ー 16 4. 0326 0. 0000 12. 7440 76. 7875 5. 0363 0. 5285 0.1123 0. 0805 0. 6360 0.0183 0. 0077 0.0030 0.0134 100. 0001 1346 550 フレイク 冷山

宿東ー17 4.8137 0. 0000 12. 9577 76. 7888 3.4501 0. 8899 0.1296 0. 0812- 0. 8600 0.0100 o. 0079 0. 0008 0. 0102 99. 9999 859 668 フレイク 冷山

宿束ー18 2. 9054 0. 0000 12.5859 76. 9998 5.5469 0. 8344 0.1601 0. 0722 o. 8656 0. 0079 0. 0076 0.0032 0. 0110 100. 0000 626 590 フレイク 冷山ーC

宿東ー19 4. 0230 0. 0000 13. 6249 75. 5913 5.1191 0. 5809 0.1356 0. 0772 0.8104 0.0170 0. 0046 0.0023 0.0137 100. 0000 1345 353 製品 冷山

宿束ー20 3. 9202 0. 0000 13. 1934 76. 3723 5. 0538 0.5311 0.1074 0. 0798 0. 6974 0.0159 0. 0050 0.0073 0.0165 100. 0001 1283 396 製品 冷 山

宿束ー21 4. 8783 0. 0000 12.8780 76. 4558 3. 7314 0 9069 0.1727 0.0721 0.8782 o. 0079 0.0104 0.0000 0. 0084 100.0001 673 868 製品 冷山

宿東ー22 4. 7211 0. 0000 12. 8392 76. 9034 3. 5563 o. 8528 0.1514 0.0770 0.8651 0. 0084 0.0101 0.0009 0.0143 100. 0000 697 822 製品 冷山

宿東ー23 4.3738 o. 0000 12. 9609 76. 1371 5.0991 0.5192 0.1070 0. 0804 0.6915 0.0152 0.0042 0. 0026 0.0089 99. 9999 1247 341 フレイク 冷山

宿東ー24 3. 9898 0. 0000 12. 9863 76.4333 5.1708 0. 5048 0.1080 0. 0750 0.6998 0.0176 o. 0000 0.0013 0.0134 100. 0001 1337 

゜
フレイク 冷山
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